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文京学院は、平成 26 年 10 月 23 日に創立 90 周年を迎えます。

　森宮勝子経営学部教授・副学長の最終講義が１月
16 日、新田都志子経営学部教授の司会により、本
郷キャンパス B406 教室で行われました。
　森宮教授は、1982 年、本学経営学部の前身であ
る文京女子短期大学経営学科時代から、専門である
マーケティング、消費者行動等に関わる講義を担当。

『高齢社会の介護ビジネス』（千倉書房）をはじめと
する沢山の著書や論文を執筆されています。その講
義内容の濃さと、母親的包容力で学生を魅了し続け、
多くの優秀な学生を社会に送り出してきました。
　当日は、「消費者の行動と心理」最終講義『イン
ターネット社会における消費者』をテーマに、受講
者の立場に立ったわかりやすい資料をスクリーンに

がんばろう！ 文京スポーツ　清水直樹 高等部教頭

生
徒
10
名
タ
イ
へ
！

高
校教

育
連
携
校
に
て
英
語
で
研
究
発
表

大学

　
２
０
２
０
年
の
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
東
京
開
催
が
決

定
し
ま
し
た
。
ス
ポ
ー

ツ
が
持
つ
社
会
へ
の
影

響
力
の
大
き
さ
に
あ
ら

た
め
て
驚
か
さ
れ
た

ニ
ュ
ー
ス
で
し
た
。
そ

こ
で
、
私
の
知
り
う
る

限
り
で
「
文
京
の
ス

ポ
ー
ツ
」
に
つ
い
て
振

り
返
っ
て
み
た
い
と
思
い

ま
す
。
ま
ず
は
ト
ッ
プ
ア

ス
リ
ー
ト
か
ら
。
本
校
卒

業
生
に
オ
リ
ン
ピ
ア
ン
が

二
人
。モ
ス
ク
ワ
五
輪（
※

政
治
問
題
か
ら
日
本
は
不

参
加
）
の
渡
辺
智
恵
子
さ

ん（
昭
和
57
年
度
年
卒
業
）

と
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
五
輪

の
関
戸
直
美
さ
ん
（
昭
和

61
年
度
年
卒
業
）
が
水
泳

で
日
本
代
表
と
な
り
ま
し

た
。
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に

は
、大
村
心
緒
吏
さ
ん（
平

成
15
年
度
卒
業
）
が
シ
ッ

テ
ィ
ン
グ
バ
レ
ー
と
い
う

種
目
で
北
京
・
ロ
ン
ド
ン

と
連
続
出
場
し
、
新
体
操

の
世
界
選
手
権
に
は
、
井

上
実
美
さ
ん
（
平
成
17
年

度
卒
業
）
が
団
体
と
個
人

で
２
回
出
場
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
Ｖ
リ
ー
グ
の
ト
ッ
プ

チ
ー
ム
Ｎ
Ｅ
Ｃ
レ
ッ
ド
ロ

ケ
ッ
ツ
で
は
、
内
田
暁
子

さ
ん（
平
成
15
年
度
卒
業
）

が
現
在
キ
ャ
プ
テ
ン
を
務

め
て
い
ま
す
。
国
内
外
の

ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
で
活
躍
さ
れ
た
卒

業
生
の
皆
さ
ん
の
在
学
中
の
よ
う

す
を
聞
く
と
、
ス
ポ
ー
ツ
と
学
業

の
両
立
に
し
っ
か
り
取
り

組
ん
で
い
た
と
当
時
を
知

る
先
生
方
は
強
く
語
っ
て

く
れ
ま
す
。

　
次
に
、
中
高
の
部
活
動

と
し
て
の
ス
ポ
ー
ツ
を
見

る
と
、
こ
れ
ま
で
に
水
泳
部
、
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
部
、
剣
道
部
、
新
体

操
部
、
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
部
等
が
全

国
大
会
に
、
サ
ッ
カ
ー
部
、
ソ
フ

ト
テ
ニ
ス
部
は
関
東
大
会
に
出
場

し
て
い
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
と
は
少

し
違
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
鼓

隊
部
時
代
か
ら
50
年
以
上
の
歴
史

を
誇
る
Ｂ
Ｍ
Ｙ
の
バ
ト
ン
部
・
カ

ラ
ー
ガ
ー
ド
部
・
吹
奏
楽
部
の
活

躍
は
毎
年
の
こ
と
で
す
。
４
年
前

か
ら
本
校
で
は
「
ス
ポ
ー
ツ
を

は
じ
め
と
す
る
部
活
動
と
学
業

の
両
立
」
を
め
ざ
す
「
ス
ポ
学
」

と
い
う
活
動
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
部
活
動
と
学
習
の
両
立

に
懸
命
に
取
り
組
む
生
徒
た
ち

を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
こ
う
と
い

う
こ
と
で
す
。
こ
の
活
動
を
発

展
さ
せ
て
、
生
徒
た
ち
の
成
長

を
さ
ら
に
高
い
も
の
に
し
て
い

こ
う
と
、
来
年
度
か
ら
「
ス
ポ

学
塾
」を
設
立
す
る
予
定
で
す
。

こ
れ
は
、
ア
ス
リ
ー
ト
の
養
成

を
め
ざ
す
も
の
で
は
な
く
、「
ス

ポ
ー
ツ
で
の
学
び
を
通
し
て
知

徳
体
を
備
え
、
国
際
的
な
発
信

力
の
あ
る
人
材
の
育
成
」
を
め

ざ
し
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
、

「
身
体
」「
メ
ン
タ
ル
」「
栄
養
」

な
ど
を
深
く
学
ぶ
場
で
す
。
学

生
時
代
に
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て

得
た
経
験
が
、
社
会
に
出
た
時

に
十
分
に
活
か
さ
れ
る
よ
う
な

学
び
を
提
供
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
が

与
え
て
く
れ
る
無
限
の
可
能
性

を
信
じ
、
本
校
は
今
後
も
ス

ポ
ー
ツ
に
取
り
組
む
生
徒
を
支

援
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
が
ん
ば
ろ
う
！
　
文
京
ス
ポ
ー

ツ
！

　
理
科
学
研
究
所
発
生
・
再
生
科
学
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
（
神
戸
市
）
の
小
保
方
晴
子
研
究
ユ
ニ
ッ

ト
リ
ー
ダ
ー
ら
が
、
新
た
な
万
能
細
胞
（
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｐ
細
胞
）
を
作
り
出
し
た
ニ
ュ
ー
ス
が
、
世
界

を
駆
け
巡
り
ま
し
た
。
本
校
の
「
リ
ケ
ジ
ョ
」
た
ち
も
、
東
京
都
の
女
子
校
で
唯
一
、
文
部
科
学

省
か
ら
Ｓ
Ｓ
Ｈ
の
認
定
を
受
け
た
こ
と
を
誇
り
に
、
日
々
研
究
・
発
表
に
勤
し
ん
で
い
ま
す
。

の
影
響
」●
長
倉
冴
里（
蘭
）「
ク

ロ
ロ
ゲ
ン
酸
の
抽
出
と
そ
の
応

用
」

　
会
場
で
は
、
Ｐ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
の
生

徒
に
よ
る
数
々
の
発
表
が
行
わ

れ
ま
し
た
が
、
本
校
の
出
番
の

時
に
は
黒
山
の
人
だ
か
り
に
な

り
、
派
遣
生
一
同
、
こ
れ
ま
で

の
練
習
成
果
を
フ
ル
に
発
揮
さ

せ
、
大
き
な
拍
手
と
称
賛
を
浴

び
ま
し
た
。

　
引
率
教
員
は
、
前
回
の
北
野

教
頭
、
織
田
教
諭
と
新
た
に
浅

井
郁
美
教
諭
（
理
科
）。
詳
細

は
次
号
に
掲
載
し
ま
す
。

表示。「インターネットの登場と普及」「ネットライ
フの状況」「ネット通販の利用」「消費者行動の変化」
について解説しました。1969 年、米国の 2 大学で
軍事用として開発されたコンピュータ間のネット
ワーク稼働がインターネットの始まりですが、現在、
誰でもが扱える小型コンピュータ機能を持つスマー
トフォンの普及により、消費者行動は大きく変わり
ました。それらの歴史やプロセスについての具体例
をいくつも挙げた講義は大変理解しやすく、島田燁
子学園長、川邉信雄学長はじめゆかりの教職員と学
生たちは、満席の教室で熱気に囲まれながら、熱心
に受講しました。
　講義の終わりには、森宮ゼミ長の井上莉穂さん（４
年）が花束を贈呈。川邉学長と櫻井隆経営学部長・
教授からは労いの言葉が贈られました。
　森宮教授は、今回で退任となりますが、客員教授
として大学院で教鞭を執り、さらに高度な知識を院
生に継承していきます。

受講者の立場に立った講義を展開
する森宮教授

左から平山先生、佐藤さん、小栗先生、柄田先生、
椛島先生、金子先生、森下先生、加須屋先生

子
教
諭
（
数
学
科
）、
織
田
真

奈
美
教
諭
（
理
科
）
が
現
地
を

訪
問
し
、
３
教
諭
は
各
専
門
分

野
の
授
業
を
英
語
で
実
施
。
こ

の
１
月
に
は
、
Ｐ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
主
催

の
科
学
フ
ェ
ア
へ
の
招
待
を
受

け
、
ポ
ス
タ
ー
発
表
部
門
に
お

い
て
本
校
高
２
生
徒
10
名
が
、

Ｓ
Ｓ
Ｈ
の
一
環
で
取
り
組
ん
で

き
た
次
の
研
究
に
つ
い
て
英
語

で
発
表
し
ま
し
た
。

　
●
井
上
瑛
子
（
梅
）「
卵
の

殻
で
チ
ョ
ー
ク
を
作
る
」
●
鴨

下
み
ゆ
き
（
梅
）「
ミ
ラ
ク
リ

ン
の
抽
出
」●
朝
倉
香
織（
蘭
）・

森
田
舞
（
蘭
）「
文
京
区
一
長

い
温
度
計
」●
沖
野
友
里（
蘭
）・

菊
池
彩
衣
（
蘭
）「
空
気
抵
抗

に
よ
る
速
度
の
多
段
階
増
加
」

●
真
田
ひ
か
る
（
蘭
）・
清
水

玲
奈
（
蘭
）「
色
に
お
け
る
光

の
反
射
と
吸
収
」
●
泉
水
彩
花

（
蘭
）「
ノ
ニ
に
お
け
る
生
体
へ

　
２
０
１
２
年
、
本
校
が
都
内

女
子
校
で
唯
一
、
文
部
科
学
省

か
ら
「
ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス

ハ
イ
ス
ク
ー
ル
」（
Ｓ
Ｓ
Ｈ
）

の
認
定
を
受
け
た
こ
と
を
き
っ

か
け
に
、
同
じ
く
理
数
教
育
に

力
を
入
れ
る
タ
イ
の
プ
リ
ン
セ

ス
・
チ
ュ
ラ
ボ
ー
ン
・
カ
レ
ッ

ジ
・
ペ
ッ
チ
ャ
ブ
リ
ー
校
（
以

下
、
Ｐ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
）
と
の
交
流
が

始
ま
り
ま
し
た
。

　
昨
年
７
月
、
本
校
の
佐
藤
芳

孝
校
長
は
じ
め
北
野
啓
子
高
等

部
教
頭
（
英
語
科
）、
富
樫
純

　
保
育
実
践
研
究
セ
ン
タ
ー

「
ふ
ら
っ
と
文
京
」
が
開
設

さ
れ
て
か
ら
10
年
と
い
う
節

目
を
迎
え
ま
し
た
。

　
同
セ
ン
タ
ー
は
、
子
育
て

世
代
の
地
域
住
民
に
広
く
開

か
れ
、
そ
の
中
で
人
間
学
部

の
学
生
た
ち
が
親
子
の
観
察

満席の教室で最終講義

森宮経営学部教授・副学長

長
が
「
ふ
ら
っ
と
文
京
の
あ

ゆ
み
」
に
つ
い
て
講
演
後
、

加
須
屋
裕
子
同
セ
ン
タ
ー

長
・
人
間
学
部
教
授
は
じ
め
、

椛
島
香
代
同
教
授
・
児
童
発

達
学
科
長
、
金
子
智
栄
子
同

教
授
、
柄
田
毅
同
准
教
授
、

森
下
葉
子
同
助
教
ら
教
員
研

究
員
が
「
保
育
実
践
研
究
セ

ン
タ
ー
の
目
的
と
活
動
」「
学

生
の
学
び
」
な
ど
を
テ
ー
マ

に
話
し
ま
し
た
。
小
栗
俊
之

同
教
授
（
ふ
じ
み
野
幼
稚
園

園
長
）、
同
セ
ン
タ
ー
職
員

の
佐
藤
香
織
さ
ん
も
思
い
を

述
べ
、
１
０
０
名
を
超
え
る

出
席
者
は
、「
ふ
ら
っ
と
文

京
」
の
10
年
の
あ
ゆ
み
に
思

い
を
馳
せ
ま
し
た
。

　
当
日
を
迎
え
る
に
あ
た

り
、
実
際
に
「
ふ
ら
っ
と
文

京
」
を
利
用
し
た
10
組
ほ
ど

の
保
護
者
か
ら
も
、
資
料
用

の
写
真
提
供
と
い
う
形
で
協

力
が
あ
り
ま
し
た
。
開
設
当

時
か
ら
利
用
し
た
方
、
き
ょ

う
だ
い
４
人
が
続
け
て
利
用

し
た
方
等
、
利
用
当
時
か
ら

今
現
在
ま
で
の
子
ど
も
の
成

長
し
た
姿
が
、
会
場
に
華
を

添
え
ま
し
た
。

　
祝
賀
会
で
は
、
島
田
燁
子

学
園
長
の
挨
拶
に
続
き
、
平

山
特
任
教
授
が
「
ふ
ら
っ
と

文
京
」
の
設
立
時
や
、
現
代

Ｇ
Ｐ
（
文
部
科
学
省
に
よ
る

現
代
的
教
育
ニ
ー
ズ
取
組
支

援
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
申
請
時
・

採
択
後
の
苦
労
に
触
れ
、
関

係
者
に
労
い
の
言
葉
を
か
け

ま
し
た
。
こ
の
10
年
の
苦
労

を
知
る
出
席
者
は
、
涙
を
浮

か
べ
な
が
ら
平
山
特
任
教
授

の
話
に
聴
き
入
り
ま
し
た
。

中
に
は
、
広
島
か
ら
参
加
の

「
ふ
ら
っ
と
文
京
」
設
立
当

初
ス
タ
ッ
フ
の
姿
も
あ
り
、

一
同
再
会
を
喜
び
合
い
交
流

を
深
め
ま
し
た
。

を
通
し
て
学
び
を
深
め
て
き

ま
し
た
。
そ
れ
を
糧
に
社
会

へ
巣
立
っ
た
学
生
た
ち
が
、

保
育
現
場
で
力
を
発
揮
し
て

い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
卒
業
生
や
保
育

関
係
の
方
々
を
対
象
に
、
現

場
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
内

容
の
公
開
研
究
会
を
毎
年
企

画
・
開
催
し
、
参
加
者
の
職

「ふらっと文京」 10 周年

記念講演に１００名出席

業
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
ー
を

高
め
る
役
割
を

担
っ
て
き
ま
し

た
。

　
そ
れ
ら
の
地

道
な
活
動
を
、

誠
実
に
黙
々
と

継
続
し
て
き
た

10
年
を
記
念
し

て
、
昨
年
11
月

30
日
、
ふ
じ
み

野
キ
ャ
ン
パ
ス

に
て
「
ふ
ら
っ

と
文
京
10
年
の

あ
ゆ
み
」
と
題

し
た
講
演
会
と

祝
賀
会
が
開
か

れ
ま
し
た
。

　
講
演
会
で
は
、
本
セ
ン

タ
ー
起
案
者
で
あ
る
平
山
許

江
特
任
教
授
・
前
セ
ン
タ
ー

大学

身を乗り出して本校生徒（右）の発表を聞く
生徒たち（タイのＰＣＣＰ科学フェアにて）
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「社会資源マップ」作りに本学が貢献
　
保
健
医
療
技
術
学
部
作
業
療
法
学
科
で
は
、
昨
年
「
社
会
資
源
マ
ッ
プ
作
り
を
通
じ
た
作
業
療
法
学
科
学
生
の
地
域
と

職
業
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
の
向
上
～
ふ
じ
み
野
市
の
精
神
保
健
・
福
祉
施
設
・
当
事
者
と
の
協
業
～
」
を
課
題
と
し
た

研
究
を
進
め
、
そ
の
一
環
と
し
て
学
生
（
同
学
科
６
期
生
）
と
教
員
が
、
ふ
じ
み
野
市
は
じ
め
地
域
の
方
々
が
組
織
す
る

「
ふ
じ
み
野
市
精
神
保
健
福
祉
連
絡
会
」
と
協
働
し
、「
社
会
資
源
マ
ッ
プ
『
コ
コ
ロ
ノ
ー
ト
』」（
以
下
マ
ッ
プ
）
を
完
成

さ
せ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
ふ
じ
み
野
地
域
で
暮
ら
す
精
神
障
が
い
の
あ
る
方
々
が
利
用
可
能
な
施
設
・
店
舗
な
ど
が

一
目
で
わ
か
る
よ
う
に
な
り
、
当
事
者
が
生
活
範
囲
を
広
げ
る
た
め
の
一
助
と
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
今
回
は
、
同
マ
ッ
プ
作
り
に
関
わ
っ
た
次
の
方
々
に
、
プ
ロ
セ
ス
や
思
い
を
お
聞
き
し
ま
し
た
（
敬
称
略
）。

特集
「
作
業
療
法
学
科
・
ふ
じ
み
野
市
精
神
保
健
福
祉
連
絡
会
」座
談
会

「社会資源マップ」作りに本学が貢献
　
―
―
作
業
療
法
学
科
に
つ
い

て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　
逸
見
　
普
段
オ
ー
プ
ン
キ
ャ

ン
パ
ス
で
は
皆
さ
ん
に
「
作
業

療
法
士
は
主
に
リ
ハ
ビ
リ
を
す

る
職
業
で
、
身
体
障
が
い
・
精

神
障
が
い
・
発
達
障
が
い
（
子

ど
も
）・
高
齢
者
障
が
い
を
対

象
に
、
園
芸
や
籐と

う

工
作
な
ど
患

者
さ
ん
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
作

業
を
通
じ
て
、
生
活
を
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
き
ま
す
」
と
話
し
て

い
ま
す
。
私
自
身
は
、
作
業
療

法
士
の
良
い
点
は
「
そ
の
人
ら

し
さ
が
活
き
る
サ
ポ
ー
ト
を
す

る
こ
と
」
で
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
田
河
　
私
も
オ
ー
プ
ン
キ
ャ

ン
パ
ス
で
お
話
し
て
い
ま
す
が

「
そ
の
人
の
日
常
生
活
に
お
い

逸見さん

て
大
事
な
こ
と
・
必
要
な
こ
と

を
、
家
族
は
じ
め
周
囲
の
方
々

を
含
め
て
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く

こ
と
」
も
作
業
療
法
士
の
大
切

な
役
目
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
柴
田
　
作
業
療
法
士
が
「
作

業
」
と
言
う
の
は
、
人
が
朝
起

き
て
か
ら
寝
る
ま
で
の
全
て
の

こ
と
を
意
味
し
ま
す
。
人
が
体

調
を
崩
し
て
病
気
に
な
り
、
ど

ん
な
作
業
が
で
き
な
く
な
る
か

と
い
う
こ
と
に
私
た
ち
は
焦
点

【
ふ
じ
み
野
市
精
神
保
健
福
祉
連
絡
会
】

●
齋
藤
淳き

よ
し（

ふ
じ
み
野
市
役
所
福
祉
部
障
が
い
福
祉
課
・
精
神
保
健
福
祉
士
）

●
高
橋
綾
子
（
埼
玉
県
指
定
相
談
支
援
事
業
所 

社
会
福
祉
法
人
樹い

つ
き

会
／
ふ
じ
み
野
市
障
害
者
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
・
精
神
保
健

福
祉
士
）
●
加
藤
保
（
社
会
福
祉
法
人
む
さ
し
野
た
ん
ぽ
ぽ
会
／
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー
た
ん
ぽ
ぽ
施
設
長
）
●
伊
賀
久
美
子
（
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
ラ
ベ
ン
ダ
ー
／
ラ
イ
ト
ハ
ウ
ス
職
員
）
●
小
泉
能よ

し
よ代

（
精
神
障
が
い
者
家
族
会
「
ウ
イ
ズ
ネ
ッ
ト
」
代
表
）
●
西
山
明

子
（
同
家
族
会
）
●
田
口
み
ち
（
同
家
族
会
）

【
教
員
・
学
生
】

●
柴
田
貴
美
子
（
作
業
療
法
学
科
准
教
授
／
同
資
源
マ
ッ
プ
研
究
分
担
者
）
●
水
野
高
昌
（
作
業
療
法
学
科
助
手
／
同
研
究
主
任

研
究
者
）
●
田
河
葵
（
作
業
療
法
学
科
３
年
）
●
逸
見
綾
子
（
同
）
●
小
川
り
さ
こ
（
同
）
●
蛭
田
菜
摘
（
同
）
●
西
山
枝
未
（
同
）

個
々
の
価
値
観
に
応
じ
て
サ
ポ
ー
ト

マ
ッ
プ
作
り
で
横
の
繋
が
り
強
化

仲
間
と
語
れ
る
施
設
で
安
ら
ぎ
を

と
い
い
わ
ね
」
と
い
う
話
が

き
っ
か
け
で
し
た
。
そ
れ
ま
で

は
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
お
借
り
し

て
い
た
の
で
す
が
、「
や
り
ま

し
ょ
う
！
」
と
リ
ー
ド
し
て
く

だ
さ
る
方
が
い
ら
し
て
、
場
所

探
し
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。
ふ
じ
み
野
市
か
ら
の
補
助

を
い
た
だ
き
、
上
久
保
の
小
さ

な
一
軒
家
を
お
借
り
し
て
、
最

初
は
親
が
当
番
制
で
運
営
し
ま

と
し
て
と
て
も
う
れ
し
い
こ
と

で
す
。
心
の
病
と
い
う
の
は
、

当
事
者
で
な
け
れ
ば
わ
か
ら
な

い
も
の
で
す
か
ら
、
ラ
イ
ト
ハ

ウ
ス
に
苦
し
み
を
分
か
ち
合
え

る
仲
間
が
い
る
こ
と
で
、
心
も

大
分
安
ら
い
で
き
た
よ
う
で

す
。
最
近
で
は
仕
事
が
楽
し
く

な
り
、「
俺
が
い
な
け
れ
ば
ダ

メ
な
ん
だ
」
ぐ
ら
い
の
気
持
ち

で
い
る
よ
う
で
す
。
こ
う
い
う

気
持
ち
に
さ
せ
て
く
れ
た
ラ
イ

ト
ハ
ウ
ス
を
マ
ッ
プ
で
紹
介
し

て
く
だ
さ
り
、
あ
り
が
た
く

思
っ
て
い
ま
す
。

　
田
口
　
連
絡
会
の
皆
さ
ん

が
、
精
神
障
が
い
者
の
こ
と
を

考
え
て
く
だ
さ
る
上
、
文
京
学

院
の
皆
さ
ん
が
こ
う
い
う
マ
ッ

プ
を
作
っ
て
く
だ
さ
り
、
本
当

に
う
れ
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
マ
ッ
プ
が
色
々
な
場
所
に

あ
っ
て
、
ま
だ
家
族
会
に
入
っ

て
い
ら
っ
し
ゃ
ら
な
い
方
々
の

目
に
留
ま
り
、「
行
っ
て
み
よ

う
！
」
と
思
っ
て
く
だ
さ
る
こ

と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
私
の
娘

も
「
ラ
イ
ト
ハ
ウ
ス
は
と
て
も

大
事
な
所
」と
言
っ
て
い
ま
す
。

家
族
と
ば
か
り
接
し
て
い
る
と

気
分
転
換
が
で
き
な
い
の
で
す

が
、
他
人
と
の
接
触
が
苦
手
で

あ
っ
て
も
ラ
イ
ト
ハ
ウ
ス
に
来

て
、
友
だ
ち
と
話
し
た
り
仕
事

を
し
た
り
自
由
に
で
き
る
こ
と

が
う
れ
し
い
よ
う
で
す
。

情
報
掲
載
を
求
め
ら
れ
る
マ
ッ
プ
に

　
―
―
こ
の
マ
ッ
プ
を
ど
の
よ

う
に
広
め
て
い
け
る
で
し
ょ
う

か
？

　
西
山
（
明
）　
ふ
じ
み
野
市

役
所
の
受
付
や
各
施
設
、
病
院

に
も
置
い
て
い
た
だ
け
る
と
良

い
と
思
い
ま
す
。

　
齋
藤
　
市
役
所
と
し
て
は
そ

う
い
う
協
力
が
で
き
る
こ
と
が

一
番
良
い
と
思
い
ま
す
の
で
、

こ
の
話
を
持
ち
帰
り
、
公
共
施

設
全
般
に
置
け
る
よ
う
に
相
談

し
ま
す
。

　
一
同
　
お
～
っ
（
笑
）
！

　
高
橋
　
現
在
、
支
援
セ
ン

タ
ー
に
は
様
々
な
事
業
所
の
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
が
置
い
て
あ
り
ま

す
し
、
相
談
者
も
沢
山
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
か
ら
、
マ
ッ
プ
も

置
け
る
よ
う
に
上
司
に
相
談
い

た
し
ま
す
。

　
加
藤
　
私
は
こ
れ
が
第
一
弾

だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
の

マ
ッ
プ
に
は
漏
れ
て
い
る
施
設

も
沢
山
あ
る
と
思
い
ま
す
の

で
、
将
来
は
少
な
く
て
も
二
市

一
町
（
ふ
じ
み
野
市
・
富
士
見

市
・
三
芳
町
）
の
マ
ッ
プ
を

作
れ
る
と
良
い
で
す
ね
。
特

に
、
掲
載
さ
れ
て
い
る
店
舗
で

障
が
い
者
手
帳
を
持
っ
て
買
い

物
を
す
れ
ば
ポ
イ
ン
ト
や
割
引

が
あ
る
と
か
（
笑
）、
利
用
者

に
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
繋
が
り
が

で
き
る
と
最
高
だ
な
と
夢
を
見

て
い
ま
す
。
加
え
て
、
私
た
ち

を
支
援
し
て
く
だ
さ
る
医
療
機

関
マ
ッ
プ
が
欲
し
い
で
す
。
今

回
の
マ
ッ
プ
を
作
っ
た
こ
と
で

自
己
満
足
に
終
わ
る
の
で
は
な

思わず読みたくなる「社会資源マップ『ココロノート』」の２～３面

く
、
も
っ
と
活
動
を
発
展
さ
せ

て
「
何
で
う
ち
は
載
せ
て
く
れ

な
か
っ
た
の
？
」
と
言
っ
て
も

ら
え
る
よ
う
に
な
れ
ば
う
れ
し

い
で
す
。

　
私
た
ち
や
家
族
会
の
皆
さ
ん

が
手
配
り
す
る
こ
と
も
必
要
で

す
が
、
例
え
ば
民
生
委
員
の
力

を
拝
借
し
た
り
、
病
院
の
受
付

に
置
い
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な

関
係
が
で
き
れ
ば
い
い
な
と

思
っ
て
い
ま
す
。
今
後
、二
弾
・

三
弾
と
発
展
さ
せ
て
い
く
と
、

小
冊
子
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
ね
。

　
伊
賀
　
今
、
メ
ン
バ
ー
の
皆

さ
ん
が
年
に
４
回
「
ラ
イ
ト
ハ

ウ
ス
Ｔ
Ｉ
Ｍ
Ｅ
Ｓ
」
を
発
行
し

て
い
ま
す
。
実
際
に
、
ふ
じ
み

野
市
役
所
・
大
井
図
書
館
・
上

福
岡
図
書
館
・
保
健
セ
ン
タ
ー
・

病
院
な
ど
に
１
８
０
部
が
設
置

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
足
り
ず
に

こ
ち
ら
へ
問
い
合
わ
せ
も
あ
り

ま
す
。
こ
の
マ
ッ
プ
を
求
め
て

い
る
方
々
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
は

ず
で
す
か
ら
、
や
は
り
皆
さ
ん

の
目
に
つ
く
所
に
置
か
せ
て
い

た
だ
く
と
良
い
と
思
い
ま
す
。

　
加
藤
　
病
院
へ
の
マ
ッ
プ
設

置
の
方
法
と
し
て
、
例
え
ば
た

ん
ぽ
ぽ
に
は
主
治
医
が
い
ま
す

の
で
、
ド
ク
タ
ー
に
お
願
い
す

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
家
族
会

や
ラ
イ
ト
ハ
ウ
ス
さ
ん
も
主
治

医
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
で
し
ょ
う

か
ら
、
そ
こ
か
ら
広
が
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
？
　
私
た

ち
に
力
が
つ
い
て
マ
ッ
プ
が
認

知
さ
れ
れ
ば
、
社
協
（
社
会
福

祉
協
議
会
）
便
り
や
町
会
の
回

覧
板
に
挟
み
込
ん
で
い
た
だ
く

こ
と
も
可
能
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。

　
―
―
ラ
イ
ト
ハ
ウ
ス
に
つ
い

て
お
話
く
だ
さ
い
。

　
小
泉
　
ラ
イ
ト
ハ
ウ
ス
設
立

は
、「
家
族
会
や
当
事
者
が
い

つ
で
も
集
ま
れ
る
場
所
が
あ
る

し
た
。
そ
の
後
、
西
山
明
子
さ

ん
の
お
知
り
合
い
の
方
が
無
償

で
広
い
家
を
貸
し
て
く
だ
さ
る

こ
と
に
な
り
、
市
に
こ
ち
ら
の

要
望
を
お
聞
き
い
た
だ
き
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
と
し
て
現
在
の
形
に

な
り
ま
し
た
。

　
私
た
ち
の
子
ど
も
の
状
況
は

個
々
様
々
で
す
が
、
こ
う
い
う

場
所
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
希

望
に
繋
が
り
、
そ
れ
を
マ
ッ
プ

で
紹
介
し
て
い
た
だ
け
て
本
当

に
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。「
コ

　
―
―
「
社
会
資
源
マ
ッ
プ
」

が
で
き
る
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス

を
。

　
齋
藤
　
連
絡
会
で
は
、「
社

会
資
源
が
少
な
い
エ
リ
ア
で
、

マ
ッ
プ
を
形
作
る
の
は
と
て
も

難
し
い
。
市
近
隣
エ
リ
ア
を
含

め
て
考
え
る
の
か
、
市
全
体
を

考
え
る
の
か
」
と
い
う
点
で
も

沢
山
の
意
見
が
出
て
、
皆
さ
ん

に
は
生
活
圏
や
利
用
範
囲
を
広

げ
た
ア
プ
ロ
ー
チ
を
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
連
絡
会
が
あ
っ

た
か
ら
こ
そ
、
多
く
の
施
設
の

方
々
と
の
横
の
繋
が
り
も
で
き

ま
し
た
。
皆
さ
ん
の
持
つ
潜
在

的
な
力
は
、
学
生
さ
ん
の
学
び

に
も
活
か
さ
れ
ま
し
た
し
、
実

夢
は
本
学
の
地
域
貢
献
か
ら
ス
タ
ー
ト

　
―
―
今
後
、
マ
ッ
プ
作
り
を

継
続
す
る
た
め
に
は
、
柴
田
先

生
は
じ
め
作
業
療
法
学
科
の
授

業
が
大
き
く
影
響
し
ま
す
ね
。

　
柴
田
　
大
学
に
は
地
域
貢
献

と
い
う
大
切
な
使
命
が
あ
り
ま

す
の
で
、
こ
の
活
動
を
本
学
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
も

ら
え
る
か
ど
う
か
の
ア
プ
ロ
ー

チ
も
必
要
で
す
。
連
絡
会
の

方
々
と
は
既
に
顔
が
繋
が
っ
て

い
ま
す
の
で
、
授
業
と
し
て
毎

年
学
生
を
地
域
施
設
に
送
り
出

す
こ
と
を
恒
例
に
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
今
回
は
皆
さ
ん

と
の
共
同
研
究
と
い
う
こ
と

で
、「
コ
コ
ロ
ノ
ー
ト
」
は
水

野
先
生
を
筆
頭
に
本
学
制
作
と

い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す

が
、
や
は
り
当
事
者
の
方
々
も

一
緒
に
な
っ
て
作
っ
て
い
け
る

と
良
い
な
と
思
い
ま
す
。

　
水
野
　
ふ
じ
み
野
市
は
マ
ン

パ
ワ
ー
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
力
が

と
て
も
強
い
の
で
、
地
域
貢
献

の
一
環
と
し
て
大
学
が
今
後
ど

の
よ
う
に
関
わ
れ
る
か
は
、
私

た
ち
に
と
っ
て
も
課
題
で
す
。

　
田
口
　
以
前
、
文
京
学
院
に

行
き
、
作
業
療
法
学
科
の
方
に

ブ
レ
ス
レ
ッ
ト
製
作
を
教
え
て

い
た
だ
い
た
の
で
す
が
、
当
事

者
に
も
そ
う
い
う
機
会
が
あ
る

と
う
れ
し
い
で
す
。

　
加
藤
　
せ
っ
か
く
文
京
学
院

と
の
ご
縁
が
で
き
た
の
で
、
大

学
祭
で
は
施
設
通
所
者
の
製
品

販
売
も
（
笑
）。
さ
ら
に
文
京

学
院
が
、
ひ
と
つ
の
試
み
と
し

て
障
が
い
者
の
就
労
支
援
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
て
く
だ

さ
る
と
い
い
な
と
夢
見
て
い
ま

す
。ど
ん
な
小
さ
な
仕
事
で
も
、

障
が
い
者
が
一
生
懸
命
働
く
姿

を
ご
覧
い
た
だ
け
れ
ば
、
学
生

た
ち
に
も
き
っ
と
良
い
影
響
が

あ
る
と
思
う
の
で
す
。
大
学
と

い
う
場
所
に
は
、
障
が
い
者
を

企
業
に
送
り
出
す
よ
り
も
大
き

な
安
心
感
が
あ
る
の
で
す
。
今

回
の
マ
ッ
プ
作
り
は
こ
う
い
う

こ
と
を
含
め
て
、
私
は
夢
の
ス

タ
ー
ト
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
水
野
　
こ
の
地
域
貢
献
を
通

じ
て
、
学
生
た
ち
は
自
己
効
力

感
を
高
め
、
作
業
療
法
士
と
し

て
の
職
業
に
対
す
る
考
え
を
深

め
て
い
ま
す
。

　
柴
田
　
来
年
度
も
こ
の
研
究

は
継
続
し
、
マ
ッ
プ
を
バ
ー

ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
さ
せ
て
い
く
予

定
で
す
。

を
当
て
て
い
ま
す
が
、
逸
見
さ

ん
が
話
し
た
よ
う
に
、
対
象
者

は
そ
れ
ぞ
れ
価
値
感
が
違
い
ま

す
。
例
え
ば
主
婦
の
方
で
「
お

料
理
が
大
事
」
と
考
え
て
い

ら
っ
し
ゃ
る
方
に
は
、
そ
の
部

分
で
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
必
要
に

な
り
ま
す
。
勿
論
、
解
剖
学

的
・
医
学
的
な
こ
と
が
あ
り
ま

す
か
ら
、
危
険
な
こ
と
は
し
ま

せ
ん
。
作
業
療
法
士
が
関
わ
る

こ
と
で
、「
気
持
ち
が
晴
れ
て

元
気
に
な
っ
て
き
た
」「
動
か

な
い
部
分
が
動
く
よ
う
に
な
っ

て
き
た
」
と
感
じ
、
少
し
で
も

症
状
が
改
善
さ
れ
る
こ
と
を
最

終
的
に
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
水
野
　
医
療
・
福
祉
の
中
で

際
に
こ
れ
だ
け
の
使
え
る
情
報

を
皆
さ
ん
が
お
持
ち
で
、
マ
ッ

プ
に
は
そ
れ
ら
が
集
結
さ
れ
た

よ
う
に
思
い
ま
す
。
今
ま
で
は

連
絡
会
の
中
で
の
情
報
で
し
た

が
、
こ
れ
を
チ
ャ
ン
ス
に
皆
さ

ん
が
外
に
発
信
し
て
い
け
る
力

を
お
持
ち
で
あ
る
こ
と
に
も
気

づ
き
ま
し
た
。

　
高
橋
　
セ
ン
タ
ー
の
私
の
上

司
の
江
間
聡
が
、
か
ね
て
か
ら

願
っ
て
い
な
が
ら
、
社
会
資
源

の
少
な
さ
や
、
ど
こ
ま
で
を
含

む
か
な
ど
の
問
題
が
あ
り
、
な

か
な
か
実
現
が
難
し
か
っ
た

マ
ッ
プ
で
す
。
今
回
、
こ
の
よ

う
な
形
で
で
き
上
が
っ
て
見
る

と
、
地
域
に
は
社
会
資
源
が
思

い
の
他
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま

し
た
。
私
が
勤
務
す
る
ふ
じ
み

野
市
障
害
者
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー
に
も
沢
山
の
方
々
が
相
談

に
み
え
ま
す
か
ら
、「
ふ
じ
み

野
市
に
は
皆
さ
ん
が
利
用
で
き

る
社
会
資
源
が
あ
る
」
と
い
う

良
い
情
報
を
、
こ
の
マ
ッ
プ
で

お
伝
え
で
き
る
た
め
良
い
と
思

い
ま
す
。
こ
れ
が
色
々
な
場
所

で
入
手
で
き
る
よ
う
に
な
る
と

良
い
で
す
ね
。

　
加
藤
　
精
神
障
が
い
者
の
皆

さ
ん
の
支
援
を
実
際
に
行
う
時

に
は
、
家
庭
環
境
や
地
域
の
状

況
な
ど
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
影
響

し
合
っ
て
、
私
た
ち
が
意
図
し

た
こ
と
と
は
違
う
方
向
に
い
っ

た
り
、
私
た
ち
の
力
量
不
足
が

あ
っ
た
り
、
色
々
悩
む
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
例
え
ば
私
た
ち
の

施
設
の
利
用
は
、
高
等
部
を
卒

業
し
た
18
歳
の
方
か
ら
に
な
り

ま
す
。
も
し
、
私
た
ち
の
施
設

の
み
で
対
応
す
る
と
な
る
と
、

そ
の
方
は
65
歳
ま
で
い
ら
っ

コ
ロ
ノ
ー
ト
」
と
い
う

タ
イ
ト
ル
が
と
て
も
素

敵
で
す
ね
。

　
西
山
（
明
）　
こ
の

「
コ
コ
ロ
ノ
ー
ト
」
は
、

精
神
障
が
い
に
関
す
る

偏
見
を
無
く
す
よ
う
で

と
て
も
う
れ
し
く
思
っ

て
い
ま
す
。
子
ど
も
が

発
病
し
て
か
ら
20
年
に

な
り
ま
す
が
、
自
分
な

り
に
親
亡
き
後
を
考
え

な
が
ら
、
何
と
か
仕
事

を
し
な
け
れ
ば
と
ラ
イ

ト
ハ
ウ
ス
で
メ
ー
ル
便

の
仕
事
を
し
て
い
ま

す
。
自
分
の
老
後
に
備

え
て
、
苦
し
く
て
も
這

い
つ
く
ば
っ
て
や
る
覚

悟
で
頑
張
っ
て
い
ま

す
。
そ
う
い
う
気
持
ち

に
な
れ
た
こ
と
は
、
親

は
、
医
師
・
看
護
師
は
じ
め

様
々
な
職
種
の
人
間
が
分
業
で

働
い
て
い
ま
す
。
作
業
療
法
士

は
何
を
分
担
し
て
い
る
か
と
い

う
と
、「
障
害
・
病
気
」
を
キ
ー

ワ
ー
ド
に
、
日
常
生
活
で
の
作

業
が
困
難
に
な
っ
て
い
る
方
々

に
対
し
て
、
生
活
全
般
の
作
業

を
そ
の
人
に
合
わ
せ
て
工
夫
し

て
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
で
す
。

　
―
―
「
ふ
じ
み
野
市
精
神
保

健
福
祉
連
絡
会
」
と
の
関
わ
り

に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ

い
。

　
水
野
　
ふ
じ
み
野
市
に
は
６

年
前
か
ら
精
神
障
が
い
者
に
特

化
し
て
、
ふ
じ
み
野
市
内
の

サ
ー
ビ
ス
を
よ
り
良
く
す
る
た

め
の
話
し
合
い
の
場
が
あ
り
ま

す
。
そ
れ
が
こ
の
連
絡
会
で
、

本
学
に
い
ら
し
た
行
實
志
都
子

人
間
福
祉
学
科
准
教
授
が
メ
ン

バ
ー
で
、
学
部
を
超
え
て
連
絡

会
へ
の
紹
介
を
い
た
だ
き
、
私

た
ち
は
２
年
前
か
ら
参
加
し
て

い
ま
す
。
２
カ
月
に
１
度
の
会

議
で
忌
憚
の
な
い
意
見
・
情
報

交
換
を
行
う
中
で
、
こ
の
マ
ッ

プ
作
り
の
案
が
出
て
、
本
学
の

機
動
力
の
あ
る
学
生
た
ち
な
ら

ば
で
き
る
と
考
え
ま
し
た
。

田河さん

柴田先生

齋藤さん

き
た
ら
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

　
伊
賀
　
私
が
勤
務
す
る
ラ
イ

ト
ハ
ウ
ス
は
「
当
事
者
が
家
か

ら
一
歩
出
ら
れ
る
場
所
」
と
し

て
、
家
族
会
が
立
ち
上
げ
た
施

設
で
す
。
週
４
日
通
え
る
方
、

月
１
回
、
週
１
回
の
方
も
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
が
、
対
人
関

係
の
問
題
も
あ
り
、
家
か
ら
一

歩
出
る
こ
と
が
大
変
な
方
々
、

幻
聴
・
幻
覚
が
あ
る
方
々
な
ど

も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
そ
う

い
う
方
々
が
、
同
じ
苦
し
み
を

語
り
合
い
分
か
ち
合
っ
て
作
り

上
げ
て
い
く
施
設
で
あ
る
と
い

い
な
と
私
た
ち
は
願
っ
て
い
ま

す
の
で
、
こ
う
い
う
場
所
が
あ

る
と
い
う
こ
と
を
マ
ッ
プ
に
紹

介
し
て
い
た
だ
い
て
う
れ
し
く

思
っ
て
い
ま
す
。

伊賀さん

垣
根
を
越
え
て
学
生
が
成
長

　
―
―
実
際
に
マ
ッ
プ
を
作
成

し
た
学
生
の
皆
さ
ん
の
思
い

を
。

　
西
山
（
枝
）　
何
か
自
分
に

で
き
る
こ
と
が
あ
る
な
ら
ば

と
い
う
思
い
で
参
加
し
ま
し

た
。
最
初
は
マ
ッ
プ
の
イ
メ
ー

ジ
が
な
く
て
、
色
々
な
意
見
を

整
理
し
な
が
ら
進
め
て
い
く
う

ち
に
、
社
会
資
源
の
情
報
以
外

に
生
活
の
質
を
上
げ
る
情
報
も

必
要
だ
と
思
い
ま
し
た
。
こ
の

マ
ッ
プ
を
利
用
さ
れ
る
方
々
の

生
活
圏
を
考
え
、
皆
さ
ん
の
声

を
反
映
し
、
わ
か
り
や
す
い

マ
ッ
プ
が
で
き
た
と
思
い
ま

す
。
皆
さ
ん
に
ふ
じ
み
野
の
社

会
資
源
を
利
用
し
て
い
た
だ
け

る
と
う
れ
し
い
で
す
が
、
ど
う

す
れ
ば
多
く
の
方
々
に
こ
の

マ
ッ
プ
を
手
に
取
っ
て
い
た
だ

け
る
か
が
課
題
で
す
。

　
蛭
田
　
私
の
自
宅
は
こ
の
近

辺
で
、
小
さ
い
時
か
ら
遊
び
場

に
し
て
い
ま
す
の
で
、
地
元
の

フ
ァ
ミ
リ
ー
レ
ス
ト
ラ
ン
情
報

に
も
詳
し
い
で
す
（
笑
）。
ど

こ
ど
こ
は
何
時
か
ら
開
い
て
い

る
と
か
、
何
時
ま
で
居
ら
れ
る

（
笑
）
と
い
う
情
報
を
、
皆
さ

ん
に
届
け
ら
れ
る
と
良
い
な
と

思
っ
て
参
加
し
ま
し
た
。
そ
れ

ら
の
情
報
が
活
か
さ
れ
た
マ
ッ

プ
が
で
き
て
良
か
っ
た
と
思
い

ま
す
。

　
小
川
　
２
年
次
に
臨
床
実
習

に
行
き
、関
わ
っ
た
方
々
が「
あ

り
が
と
う
」
と
言
っ
て
く
だ
さ

り
、
ま
だ
作
業
療
法
士
の
資
格

が
な
い
自
分
に
も
で
き
る
こ
と

が
あ
る
と
思
い
、
こ
の
活
動
に

参
加
し
ま
し
た
。
マ
ッ
プ
作
り

お
い
て
、
西
山
さ
ん
の
よ
う
に

「
ど
う
す
れ
ば
手
に
取
っ
て
い

た
だ
け
る
か
」
を
一
番
に
考
え

ま
し
た
。
私
も
教
科
書
を
広
げ

て
、
文
字
が
沢
山
書
い
て
あ
る

と
「
読
み
た
く
な
い
」
と
思
い

（
笑
）、
写
真
や
カ
ラ
ー
が
使
わ

れ
て
い
る
と
「
勉
強
し
よ
う
」

と
い
う
気
持
ち
に
な
る
の
で

（
笑
）、
マ
ッ
プ
に
も
工
夫
を
凝

ら
し
ま
し
た
。

　
逸
見
　
２
年
次
の
実
習
は
、

作
業
所
も
運
営
し
て
い
る
施
設

を
見
学
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
そ
の
後
で
こ
の
マ
ッ
プ
作

り
の
お
話
が
あ
り
、
大
変
興
味

を
持
ち
ま
し
た
。
オ
ー
プ
ン

キ
ャ
ン
パ
ス
実
行
委
員
も
や
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
マ
ッ
プ
作

り
の
経
験
を
皆
さ
ん
に
お
話
で

き
れ
ば
い
い
な
と
思
い
参
加
し

ま
し
た
。
マ
ッ
プ
に
は
施
設
だ

け
で
は
な
く
、
カ
ラ
オ
ケ
や

フ
ァ
ミ
リ
ー
レ
ス
ト
ラ
ン
情
報

な
ど
を
載
せ
た
こ
と
で
、
当
事

者
の
生
活
が
イ
メ
ー
ジ
で
き
、

皆
さ
ん
が
ど
の
よ
う
に
地
域
で

の
生
活
を
楽
し
ん
で
い
ら
っ

し
ゃ
る
か
と
い
う
こ
と
を
感
じ

て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
気
が
し

ま
す
。

　
田
河
　
３
年
次
の
授
業
で
施

設
へ
行
き
、
施
設
ご
と
の
ま
と

め
を
す
る
作
業
か
ら
こ
の
活
動

が
始
ま
り
ま
し
た
。
マ
ッ
プ
の

折
り
方
や
色
の
使
い
方
も
色
々

と
考
え
、
タ
イ
ト
ル
は
「
コ
コ

ロ
ノ
ー
ト
が
い
い
ね
」
と
ポ

ロ
ッ
と
言
っ
た
こ
と
が
採
用
さ

れ
ま
し
た
（
笑
）。
家
族
会
の

方
々
に
も
喜
ん
で
い
た
だ
け
て

う
れ
し
い
で
す
。
私
自
身
が
地

域
の
施
設
で
何
を
し
て
い
る
か

を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
の

で
、
皆
さ
ん
に
も
知
っ
て
い
た

だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
水
野
　
こ
の
活
動
は
「
就
労

援
助
学
」
の
授
業
の
一
環
で
行

い
ま
し
た
。
40
名
の
学
生
が
、

了
解
を
い
た
だ
い
た
施
設
を
分

担
し
て
取
材
。
そ
の
レ
ポ
ー
ト

が
マ
ッ
プ
の
情
報
源
で
す
。
そ

れ
を
形
に
す
る
に
は
、
少
数
精

鋭
に
よ
る
作
業
が
必
要
で
、
さ

ら
に
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
高
い

学
生
を
募
っ
た
と
こ
ろ
、
こ
の

学
生
た
ち
が
集
ま
っ
て
く
れ
ま

し
た
。

　
柴
田
　
今
ま
で
授
業
で
施
設

を
見
学
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た

の
で
、
今
回
は
初
の
試
み
で
し

た
。
実
際
に
障
が
い
を
お
持
ち

の
方
々
が
働
い
て
い
ら
っ
し
ゃ

る
現
場
を
肌
で
感
じ
、
マ
ッ
プ

制
作
に
結
び
つ
け
た
こ
と
は
良

い
結
果
を
生
み
ま
し
た
。
施
設

で
は
内
職
や
調
理
な
ど
の
作
業

を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
特
に

マ
ッ
プ
作
り
を
終
え
た
後
、
学

生
た
ち
が
「
施
設
で
皆
さ
ん
が

作
っ
た
お
豆
腐
が
す
ご
く
お
い

し
か
っ
た
！
　
ま
た
買
い
に
行

こ
う
」（
笑
）
な
ど
障
が
い
の

有
無
に
関
わ
り
な
く
、
垣
根
を

超
え
た
考
え
方
が
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

水野先生

加藤さん

田口さん

し
ゃ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

ふ
じ
み
野
市
で
生
活
し
て
い
く

上
で
、
本
当
に
私
た
ち
の
施

設
の
み
の
対
応
で
良
い
の
か
、

も
っ
と
他
の
支
援
が
あ
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
と
考
え
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
他
の
施
設
の

支
援
を
借
り
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
時
に
、
こ
う
い
っ
た
マ
ッ
プ

が
で
き
た
こ
と
に
よ
り
、
そ
の

施
設
の
特
徴
や
役
割
の
違
い
が

明
確
に
な
り
ま
す
。
私
た
ち
の

施
設
も
ま
た
、
ほ
ん
の
一
部
の

分
業
分
野
で
あ
る
と
い
う
認
識

を
持
っ
て
、
多
く
の
方
々
の
力

を
お
借
り
し
な
が
ら
、
私
た
ち

の
手
の
及
ば
な
い
部
分
は
、
そ

の
専
門
の
方
々
に
委
ね
て
い
く

と
い
う
こ
と
を
考
え
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
ふ
じ
み
野
市
に
も

こ
れ
だ
け
の
社
会
資
源
が
あ

り
、
個
々
こ
れ
だ
け
の
役
割
を

持
っ
て
い
る
な
ら
、
土
日
は
他

の
事
業
を
借
り
る
と
か
、
医
療

的
な
部
分
は
こ
こ
に
お
願
い
す

る
と
か
、
色
々
な
繋
が
り
が
で

小泉さん

小川さん

西山（枝）さん

高橋さん

蛭田さん

西山（明）さん

　文京学院イメージキャラク
ターの「tomo（とも）ちゃん」
が 1 月 7 日、賀詞交歓会の
場に着ぐるみとなって登場し
ました！　
　tomo ちゃんは、中西博子
さん（経営学部卒業生）が生
み出したイラストのキャラク
ター。プロフィールによると、
昼も夜も明るく（楽しく）み
んなを照らす（励ます）女の

　「成人を祝う会」（平成
24 年度卒業生・鏡友会・
後援会共催）が 1 月 13
日、駒込キャンパスで行
われました。色とりどり
の晴れ着姿で嬉々として
集まったのは、中学・高
校の卒業生。保護者、教
員、鏡友会役員なども含
めて総勢 200 人近い関
係者が 2 年ぶりの再会を
喜び合い、佐藤芳孝校長、南部和彦中学校代表はじめ教員陣が、満
面の笑みで卒業生を迎えました。
　長尾ひかるさんの司会で、櫻井由貴さんが笑顔で開会の挨拶。佐
藤校長は「皆さんは、私が本校に着任した時の生徒、いわば私の同
期です。素晴らしい女性として活躍してください」とエールを送り
ました。当時の学年代表・小川宏明教諭（社会科）が乾杯の音頭を
取り、和気あいあいとした懇親会がスタート。振袖に頓着せず、料
理やスイーツ確保に列を成す姿には、まだ高校生の面影が残り、お
茶目で人懐こい文京学院生時代の姿が垣間見られました。
　恒例の抽選会では、小川教諭がクジを引き、為貝優子さんが番号
を読み上げる度に、会場から大歓声が沸き上がりました。最後に教
員一人一人が、二十歳の乙女たちにお祝いの言葉を贈ると、一同、
懐かしさを込めた表情で話に聞き入りました。

美しく成長した卒業生が勢ぞろい

子で、性格は、ひたむき（努力家）、まえむき（活動的）、おもむき（礼
儀正しい）。趣味は、グローバルに人々と交流すること。特技は、ムー
ンウォーク（練習中）。気功（太陽の温かさ）を握手で！　癒しを
与えること。好きな食べ物は、学食のカレー、マカロンなど。気に
なることは、体のラインとみんなが名前を覚えてくれるかどうかと
いうこと。やってみたいことは、世界一周旅行、ゆるキャラ運動会

（大会）出場と就職活動！
　tomo ちゃん得意の可愛い 3 つの決めポーズ「ひたむき」「おも
むき」「まえむき」は、ダンス部の真野郁美さん（経営学部４年）
が振付けました（ホームページ参照）。
　今後、tomo ちゃんは、文京学院イメージキャラクターとして、
大学内のイベントで活躍します。学生の各団体・サークル・ゼミ等
にも貸し出しますので、3 つのポーズをマスターした学生は、着ぐ
るみアクターとしてぜひ皆さんの前でポーズを披露してください。
着ぐるみに関する問い合わせは、各キャンパス学生支援センターへ。

左から制作者の中西さん、tomo
ちゃん、振付の真野さん（写真提
供：スタジオ・トナミ）

「成人を祝う会」華麗に開催高校

「ｔｏｍｏちゃん」大々的にデビュー！
文京学院イメージキャラクター
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大
学
　
Ｇ
Ｃ
Ｉ
語
学
・
異
文
化
理
解
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム

高
校
　
２
０
１
３
年
度
Ｓ
Ｓ
Ｈ
（
ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
）
便
り
⑨

「
東
京
都
内
指
定
校
合
同
発
表
会
」
大
盛
況

と
が
多
く
、
自
分
の
意
見
を
英

語
で
発
表
す
る
力
が
つ
き
ま
し

た
。
異
文
化
理
解
授
業
で
は
、

「
言
葉
か
ら
わ
か
る
日
中
の
文

化
的
相
違
」
に
つ
い
て
学
び
ま

し
た
。
　
　
　

　
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、

そ
の
他
の
国
々
で
は
日
本
企
業

を
訪
問
し
、
現
地
の
文
化
に
配

慮
し
た
企
業
の
姿
勢
に
も
触
れ

ま
し
た
。

　
研
修
生
は
、
現
地
で
の
衣
食

住
を
通
じ
て
日
本
と
の
違
い
を

肌
で
感
じ
、
英
語
の
学
習
に
加

え
て
、
そ
の
国
々
に
根
差
し
た

文
化
に
つ
い
て
さ
ら
に
興
味
を

深
め
ま
し
た
。

　
本
学
で
は
、
創
立
１
０
０
周
年
を
迎
え
る
２
０
２
４
年
を
視
野
に
、
２
０
１
３
年
よ
り
全

学
部
を
横
断
す
る
新
た
な
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
「Bunkyo GCI 

」（
文
京
グ
ロ
ー
バ
ル
キ
ャ

リ
ア
・
イ
ン
ス
テ
ィ
テ
ュ
ー
ト
）
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
真
の
グ
ロ
ー
バ
ル

人
材
の
育
成
を
追
求
し
、
世
界
を
学
び
の
場
と
す
る
本
学
独
自
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

　
そ
の
一
環
と
し
て
、
昨
年
の
夏
季
休
暇
中
に
「
Ｇ
Ｃ
Ｉ
語
学
・
異
文
化
理
解
留
学
プ
ロ
グ

ラ
ム
」
が
実
施
さ
れ
、Ｇ
Ｃ
Ｉ
生
（
Ｇ
Ｃ
Ｉ
の
授
業
を
履
修
す
る
学
生
）
の
う
ち
の
47
名
が
、

ア
ジ
ア
の
国
々
で
の
研
修
に
臨
み
ま
し
た
。

　
12
月
14
日
、
本
郷
キ
ャ
ン
パ

ス
仁
愛
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、「
Ｇ

Ｃ
Ｉ
語
学
・
異
文
化
理
解
留
学

プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
参
加
し
た
学

生
に
よ
る
発
表
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。今
回
の
研
修
先
は
、フ
ィ

リ
ピ
ン
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
タ
イ
、

中
国
の
４
カ
国
。
池
田
芳
彦
経

営
学
部
教
授
の
司
会
に
よ
り
、

西
村
信
勝
Ｇ
Ｃ
Ｉ
機
構
長
・
外

国
語
学
部
教
授
が
挨
拶
後
、
研

修
生
か
ら
は
次
の
発
表
が
あ
り

ま
し
た
。

　
●
フ
ィ
リ
ピ
ン
　
８
月
18
日

～
９
月
15
日
ま
で
、
セ
ブ
医
科

大
学
語
学
セ
ン
タ
ー
で
研
修
。

外
出
許
可
は
土
日
の
み
、
英
語

ゾ
ー
ン
で
は
日
本
語
禁
止
と
い

う
厳
し
さ
の
中
で
、
一
日
に
マ

ン
ツ
ー
マ
ン
で
リ
ー
デ
ィ
ン

グ
、ト
ー
キ
ン
グ
な
ど
６
時
間
、

少
人
数
制
で
文
法
・
発
音
が
２

時
間
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

が
２
時
間
の
ス
パ
ル
タ
教
育
を

受
け
ま
し
た
。

　
●
マ
レ
ー
シ
ア
　
８
月
26
日

～
９
月
24
日
ま
で
、
マ
ラ
工
科

大
学
で
研
修
。
英
語
の
授
業
で

は
、
新
聞
記
事
に
書
か
れ
て
い

る
内
容
を
基
に
、
筆
者
の
言
い

た
い
こ
と
、
読
ん
だ
感
想
な
ど

を
ま
と
め
、
翌
日
、
自
分
の
言

葉
で
発
表
。
全
て
英
語
に
よ
る

マ
レ
ー
語
の
授
業
も
あ
り
、
そ

の
中
で
民
族
衣
装
を
着
る
機
会

も
あ
り
ま
し
た
。

　
●
タ
イ
　
８
月
８
日
～
９
月

７
日
ま
で
タ
マ
サ
ー
ト
大
学
で

研
修
。
授
業
は
、
文
京
学
院
生

用
の
英
語
ク
ラ
ス
、
タ
イ
人
・

中
国
人
な
ど
と
の
合
同
ク
ラ
ス

で
受
け
ま
し
た
。
タ
イ
・
ス
タ

デ
ィ
ー
ズ
の
授
業
は
、
同
大
学

に
留
学
中
の
10
カ
国
以
上
の
学

（左から）後藤さん、上野さん、洪さん
の話を熱心に聞く本校生徒（右は司会者）

発表会を終えたGCI 生

動
と
併
せ
て
、
そ
の
思
い
を
企

業
に
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

　
西
村
信
勝
教
職
員
実
行
委
員

長
・
外
国
語
学
部
教
授
か
ら
、

エ
ー
ル
と
記
念
品
を
贈
ら
れ
た

５
人
に
、
会
場
か
ら
大
き
な
拍

手
が
沸
き
起
こ
り
ま
し
た
。
本

間
亜
美
学
生
実
行
委
員
長
（
経

営
学
部
３
年
）
は
、
同
フ
ォ
ー

ラ
ム
を
サ
ポ
ー
ト
し
た
全
て

の
方
々
に
感
謝
す
る
と
共
に
、

「
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
学
ん
だ
こ
と

を
今
後
の
就
職
活
動
に
活
か
し

て
い
き
ま
す
！
」
と
決
意
を
込

め
て
話
し
ま
し
た
。

　
就
職
活
動
へ
の
意
欲
の
高
い

１
０
３
名
（
内
「
キ
ャ
リ
ア
実

践
講
座
」
受
講
生
93
名
）
を
前

に
、
次
の
人
間
学
部
卒
業
生
が

就
活
体
験
を
話
し
ま
し
た
。

●
五
十
嵐
美
紗
さ
ん
（
２
０
１

０
年
、
共
生
社
会
学
科
卒
業
）

自
動
車
販
売
会
社

●
吉
田
光み

咲さ
き

さ
ん
（
２
０
１
２

年
・
児
童
発
達
学
科
卒
業
）
ア

パ
レ
ル
会
社

●
本
間
陽あ

き

翔と

さ
ん
（
２
０
１
１

年
・
人
間
福
祉
学
科
卒
業
）
家

電
量
販
店

●
高た

か
ぎ
わ際

　
愛め

ぐ
みさ

ん
（
２
０
１
０

年
・
心
理
学
科
卒
業
）
ネ
ッ
ト

広
告
会
社

　
ど
の
発
表
者
も
「
学
生
時
代

に
打
ち
込
ん
だ
こ
と
」
を
面
接

時
に
熱
く
ア
ピ
ー
ル
。
共
通
す

る
の
は
「
企
業
へ
の
強
い
思

い
」。
落
ち
込
ん
だ
時
に
は
気

11
月
20
日 

ふ
じ
み
野
キ
ャ
ン
パ
ス

高校　１年～３年特進クラス対象

現役女子大生に
よる大学説明会

　
授
業
は
リ
ス
ニ
ン
グ
と
ラ
イ

テ
ィ
ン
グ
が
あ
り
、
中
国
で
使

わ
れ
て
い
る
英
語
の
教
科
書
を

通
し
て
学
び
ま
し
た
。
授
業
中

に
「
な
ぜ
？
」
と
問
わ
れ
る
こ

io

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
講
師
は
、
早
稲
田
大
学
教
育

学
部
３
年
の
洪
い

づ
み
さ
ん
、
上
智

大
学
法
学
部
法
律

学
科
１
年
の
上
野

陽
菜
乃
さ
ん
、
立

教
大
学
現
代
心
理

学
部
映
像
身
体
学

科
３
年
の
後
藤
優

果
さ
ん
。

　
そ
れ
ぞ
れ
「
大

学
の
様
子
」「
そ

の
大
学
に
進
学
す

る
に
至
っ
た
経

緯
」「
合
格
す
る

ま
で
に
取
り
組
み
（
高
校
で
の

生
活
の
様
子
）」「
具
体
的
な
受

験
勉
強
の
方
法
（
工
夫
や
成
功

談
、失
敗
談
）」な
ど
に
つ
い
て
、

本
音
の
話
が
語
ら
れ
ま
し
た
。

　
３
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
の

個
別
対
応
で
は
、「
受
験
勉
強

の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
上
げ

方
」「
そ
の
学
部
・
学
科
を
選

ん
だ
理
由
」
な
ど
、
次
々
と
質

問
が
出
て
、
活
気
あ
る
や
り
取

り
と
な
り
ま
し
た
。
参
加
し
た

生
徒
は
、「
実
際
に
使
用
し
た

参
考
書
や
ノ
ー
ト
な
ど
の
実
物

を
見
る
こ
と
が
で
き
て
、
良
い

ヒ
ン
ト
を
い
た
だ
き
ま
し
た
」

と
受
験
勉
強
を
イ
メ
ー
ジ
で
き

た
様
子
で
し
た
。

　
厳
し
い
就
活
を
乗
り
切
り
、
社
会
人
と
し
て
活
躍
中
の

先
輩
や
、
様
々
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
通
し
て
内
定
を
得
た
学

生
の
話
を
聞
く
「
キ
ャ
リ
ア
て
っ
ぺ
ん
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が
、

ふ
じ
み
野
・
本
郷
両
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
か
れ
、
参
加
学
生

に
大
き
な
刺
激
を
与
え
ま
し
た
。

ア
ジ
ア
４
カ
国
で
47
名
が
学
ぶ

　
平
成
25
年
度
「
Ｓ
Ｓ
Ｈ
東
京

都
内
指
定
校
合
同
発
表
会
」
が

12
月
23
日
、
東
海
大
学
高
輪

キ
ャ
ン
パ
ス
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
文
科
省
か
ら
Ｓ

Ｓ
Ｈ
の
認
定
を
受
け
て
い
る
都

内
12
校
が
一
堂
に
会
し
て
、
こ

れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た
研
究

成
果
を
発
表
す
る
年
に
一
度
の

大
き
な
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　「
口
頭
発
表
部
門
」
と
「
ポ

ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
部
門
」
が

あ
り
、
本
校
は
高
１
と
高
２
が

参
加
。
口
頭
発
表
は
『
空
気
抵

抗
に
よ
る
速
度
の
多
段
階
増

加
』
を
テ
ー
マ
に
、
沖
野
友
里

さ
ん
（
２
蘭
）、
菊
池
彩
衣
さ

ん（
同
）、朝
倉
香
織
さ
ん（
同
）、

森
田
舞
さ
ん
（
同
）、
柴
田
美

波
さ
ん
（
２
梅
）
が
臨
み
、
質

疑
応
答
に
も
堂
々
と
対
応
し
ま

し
た
。

　
ポ
ス
タ
ー
発
表
は
次
の
10

テ
ー
マ
。『
空
気
抵
抗
に
よ
る

速
度
の
多
段
階
増
加
』『
色
に

お
け
る
光
の
反
射
と
吸
収
』『T

he Longest Thermometer 
in Bunkyo-W

ord

』『Antiba
cterial Effect of Noni Juic
e

』『
サ
メ
と
ヒ
ト
と
の
比
較

解
剖
学
』『
モ
ン
キ
チ
ョ
ウ
の

鱗
粉
の
謎
を
解
く
!! 

』『
人
工

低
温
に
よ
る
羽
化
の
有
無
』『
ク

ロ
ロ
ゲ
ン
酸
を
食
べ
よ
う
！
お

せ
ち
の
緑
色
を
探
る
』『
溶
質

の
種
類
に
よ
る
蒸
発
量
の
違

い
』『
布
の
種
類
に
よ
る
乾
燥

性
の
違
い
』。
他
校
の
熱
心
な

生
徒
た
ち
の
視
線
を

浴
び
な
が
ら
、
こ
れ

ま
で
の
成
果
を
披
露

し
ま
し
た
。

　
他
の
参
加
校
は
、

都
立
科
学
技
術
高
等

学
校
、
都
立
多
摩
科

学
技
術
高
等
学
校
、

都
立
日
比
谷
高
等
学

校
、
都
立
小
石
川
中

等
教
育
学
校
、
都
立

戸
山
高
等
学
校
、
東

京
工
業
大
学
附
属
科
学
技
術
高

等
学
校
、
筑
波
大
学
附
属
駒
場

高
等
学
校
、
東
京
学
芸
大
学
附

属
高
等
学
校
、
早
稲
田
大
学
高

等
学
院
、
玉
川
学
園
高
等
部
、

東
海
大
学
付
属
高
輪
台
高
等
学

校
。

　
理
数
教
育
に
長
け
た
高
校
の

一
員
と
し
て
、
本
校
生
徒
は
他

校
の
発
表
に
大
き
な
刺
激
を
受

け
な
が
ら
、
さ
ら
に
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
高
め
ま
し

た
。

キ
ャ
リ
ア
て
っ
ぺ
ん
フ
ォ
ー
ラ
ム

分
転
換
を
上
手
に
行
い
、「
就

活
を
諦
め
な
い
」
気
持
ち
で
臨

み
ま
し
た
。

　
伊
藤
英
夫
教
職
員
実
行
委

員
長
・
人
間
学
部
長
か
ら
は
、

発
表
者
と
会
場
の
学
生
た
ち

に
エ
ー
ル
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

佐
々
木
萌
子
学
生
実
行
委
員
長

（
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
社
会

学
科
３
年
）
は
、「
先
輩
方
の

生
き
た
お
話
を
聞
け
て
、
大
き

な
励
み
に
な
り
ま
し
た
。
私
た

ち
も
今
日
を
糧
に
就
活
を
乗
り

切
り
ま
す
！
」
と
気
持
ち
を
新

た
に
し
ま
し
た
。

　
経
営
学
部
・
外
国
語
学
部
の

学
生
を
前
に
、次
の
内
定
者（
４

年
生
）
が
就
活
体
験
を
話
し
ま

し
た
。

●
松
尾
茉ま

い依
（
外
国
語
学
部
）

金
融
・
証
券
会
社

●
柴
田
英
里
奈
（
同
）
金
融
・

損
保
会
社

●
黒
川
ま
ど
か
（
同
）
専
門
商

社
（
食
品
）

●
高
木
未
来
（
経
営
学
部
）
専

門
商
社
（
Ｏ
Ａ
機
器
）

●
井
久
保
直
樹
（
同
）
サ
ー
ビ

ス
（
駐
車
場
）

　
松
尾
さ
ん
・
柴
田
さ
ん
は
、

プ
レ
ゼ
ン
力
を
活
か
し
て
二
人

掛
け
合
い
で
テ
ン
ポ
良
く
発

表
。

　
ど
の
発
表
者
に
も
共
通
す
る

の
は
、当
初「
何
が
自
分
に
合
っ

て
い
る
か
わ
か
ら
な
い
」
と
い

う
状
況
か
ら
、
多
く
の
企
業
を

訪
問
す
る
う
ち
に
「
自
分
は
こ

れ
が
や
り
た
い
！
」
と
い
う
思

い
を
強
く
し
た
こ
と
。
自
分
が

こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た
活

12
月
11
日 

本
郷
キ
ャ
ン
パ
ス

熱心な生徒に堂々とプレゼン

　
高
１
～
高
３
の
特
進
ク
ラ
ス

対
象
「
現
役
女
子
大
生
に
よ
る

大
学
説
明
会
」
が
12
月
18
日
、

駒
込
キ
ャ
ン
パ
スBAL-Stud

左から高際さん、吉田さん、五十嵐さん、
本間さん

伊
藤
教
職
員
実
行
委
員
長

よ
り
エ
ー
ル

佐々木学生
実行委員長

高木さん黒川さん

井久保さん西村教職員実行委員長より記念品贈呈
本間学生実
行委員長

生
、
約
80
名
と
共

に
タ
イ
に
関
す
る

講
義
を
英
語
で
受

講
し
ま
し
た
。
ス

タ
デ
ィ
・
ト
リ
ッ

プ
で
は
、
ア
ユ
タ

ヤ
、
博
物
館
な
ど

を
見
学
し
、
課
外

授
業
を
楽
し
み
ま

し
た
。

　
●
中
国
　
８
月

３
日
～
９
月
１
日

ま
で
北
京
語
言
大

学
で
研
修
。

松尾さん 柴田さん

大学

キャリア
てっぺんフォーラム
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